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区
会
連
合
会
の
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
宮
澤
　
正

　
私
が
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
の
副
会
長
に
任
命
さ
れ
た
の

は
、
令
和
２
年
４
月
で
し
た
。
同
年
初
頭
に
中
国
武
漢
地
方

で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
瞬
く
間
に
全
世
界
に
感

染
拡
大
し
、
世
間
を
一
変
さ
せ
た
時
期
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
と
し
て
市
当
局
か
ら
最
初
に
出
さ
れ
た
の
が
、
趣

味
や
集
会
に
対
す
る
活
動
制
限
と
公
共
施
設
の
利
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
活

動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
区
会
連
合
会

の
総
会
も
開
催
出
来
な
く
な
り
、
初
め
て
経
験
す
る
書
面
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
間
、
多
人
数
に
よ
る
会
議
や
集
会
は
自
粛
し
ま

し
た
が
、
連
合
会
と
し
て
の
活
動
を
停
止
し
た
訳
で
は
無
く
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
つ
つ
、
区

長
会
に
於
い
て
は
単
区
会
の
問
題
点
や
困
り
事
を
出
し
合
い
、

対
策
や
解
決
方
法
を
模
索
し
、
そ
の
幾
つ
か
は
問
題
解
決
に

繋
が
る
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
行
政
に
対
し
て

も
「
茎
崎
庁
舎
跡
地
利
用
に
関
す
る
要
望
書
」
を
取
り
ま
と

め
市
長
室
ま
で
出
向
き
直
接
市
長
へ
手
渡
し
た
り
、
所
謂
買

い
物
難
民
と
云
わ
れ
る
地
区
に
対
す
る
「
移
動
ス
ー
パ
ー
」
の

拡
充
要
望
や
「
茎
崎
地
区
路
線
バ
ス
実
証
実
験
に
関
す
る
要

望
」
等
行
政
当
局
に
対
し
て
数
々
の
要
望

・
提
言
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
私
が
強
く
印
象
に
残
る
の
が
茎
崎
庁
舎

跡
地
利
用
に
関
す
る
対
応
で
す
。
令
和
２
年
８
月
の
住
民
説

明
会
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
取
り
壊
し
た
跡
地
と
茎
崎
庁

舎
跡
地
と
を
一
体
と
し
た
再
開
発
計
画
で
し
た
が
、
令
和
４

年
６
月
に
は
庁
舎
跡
地
は
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
現
状
の
ま
ま
残

置
し
、
残
っ
た
一
部
に
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
、
保
健

セ
ン
タ
ー
は
取
り
壊
さ
ず
改
修
す
る
方
向
に
大
き
く
変
更
さ

茎
崎
庁
舎
跡
地
に
小
売
店
（
食
料
品
、

　
　
　
日
用
品
等
）
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
顧
問
　
　
中
嶋
　
修

　
令
和
５
年
オ
ー
プ
ン
予
定

・
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

・
駐
車
場
は
現
状
の

　
ま
ま
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

令和４年６月１０日地元説明会より

◎
小
売
店
（
食
料
品
、
日
用
品
等
）
を
整
備

　
　
運
営
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ
り
選
定

◎
土
地
（
約
２
，
７
０
０
㎡
）
は
賃
貸
借
と
す
る
。

（
要
望
と
し
て
）

・
地
元
農
産
物
を
直
売
で
き
る
よ
う
に
。

・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

　
　�

憩
い
の
場
、
集
え
る
場
、
飲
食
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
。

れ
ま
し
た
。
こ
の
様
に
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
に
関
し
て
は
、

茎
崎
庁
舎
が
解
体
さ
れ
た
平
成
２８
年
か
ら
幾
度
と
な
く
方

針
が
変
更
さ
れ
、
茎
崎
地
区
の
住
民
は
行
政
に
翻
弄
さ
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
合
会
と
し
て
は
こ
の
大
変

更
を
容
認
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
に
対
し
て
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
と
し
た
１５
項
目
の
具
体
的
な
要
望

を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
庁
舎
跡
地
の
一
部
に
は
、
令
和
５

年
晩
秋
の
開
店
に
向
け
て
、
食
料
品
を
４０
パ
ー
セ
ン
ト
置
く

こ
と
を
条
件
と
し
た
ウ
エ
ル
シ
ア
の
出
店
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
何
れ
に
し
て
も
こ
の
３
年
間
、
私
に
と
り
ま
し
て
人
生
最

良
の
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
、
又
こ
れ
ら
活
動
の
一
助

と
し
て
参
画
出
来
ま
し
た
事
は
、
単
区
会
の
区
長
を
は
じ
め

小
原
会
長
や
連
合
会
顧
問
の
皆
様
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
生
き
方
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑪

手
ま
り
の
作
成

森
の
里
　
　
　
南
場
　
順
子

　
私
と
手
ま
り
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
の
は
、
数
年
前
旅
先
の

宿
に
飾
っ
て
あ
っ
た
も
の
と
出
合
っ
た
時
か
ら
で
す
。
日
本
独

特
の
手
芸
で
そ
の
地
方
、
地
方
の
か
が
り
方

（
作
り
方
）
が

あ
る
そ
う
で
す
。
帰
宅
し
て
も
手
ま
り
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、

手
ま
り
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
教
室
通
い
を
始
め
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
若
い
方
、
ご
年
配
の
方
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
手

ま
り
を
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
手
ま
り
は
丸
い
球
体
面
に
糸
で
模
様
を
か
が
り
ま
す
。
手

ま
り
芯
、
土
台
作
り
か
ら
、
な
か
な
か
丸
く
な
ら
ず
苦
労

し
ま
す
が
、
慣
れ
る
と
次
第
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
次
が
地
割
線
作
り
で
、
土
台
ま
り
の
上
に
均
等
に
糸
を
渡

し
ま
す
。
こ
の
地
割
が
大
事
で
、
正
確
で
な
い
と
、
自
分
の

茎
崎
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）
は
、
こ
れ

か
ら
改
修
さ
れ
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
供
用
開
始
予
定

・�

従
来
の
保
健
事
業
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

・�

行
政
施
設
と
し
て
運

用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

令和４年１０月３１日意見交換会より

〈
市
民
利
用
施
設
と
し
て
の
運
用
〉

◎�

茎
崎
地
区
の
新
た
な
市
民
利
用
施
設
と
し
て
貸
出

さ
れ
ま
す
。

　
　
・
会
議
室
（
大
・
中
・
小
）

　
　
・
多
目
的
室
（
会
議
、
体
操
な
ど
）

　
　
・
調
理
室

　
　
・
和
室

◎�
飲
食
可
能
な
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
、
市
民

の
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

思
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
模
様

か
が
り
は
、
地
割
線
の
糸
を
す
く
い
な
が
ら
丸
い
球
体
面

に
糸
を
か
が
る
た
め
、
や
り
直
し
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、

自
分
の
思
う
模
様
が
で
き
る
と
喜
び
が
倍
に
な
り
ま
す
。

　
手
ま
り
に
は
沢
山
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
草
、
花
、
人
、

動
物
、
三
角
、
四
角
と
無
数
に
あ
り
ま
す
。 

　
私
の
住
む
団
地
で
は
、
秋
に
文
化
祭
が
あ
り
、
沢
山
の

力
作
が
集
ま
り
ま
す
。
私
が
作
っ
た
手
ま
り
は
、
飾
り

の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
る
他
、
来
場
の
お
子
さ
ん
達
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
最
近
日
本
各
地
の
民
芸

品
売
り
場
で
も
、
お
土
産
用
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
う
ま
く
行
か
な
く
て
も
諦
め
ず
、
一
針

一
針
心
を
込
め
て
自
分
ら
し
い
手
ま
り
作
り
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
今
号
は
、
茎
崎
地
区
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
茎
崎

庁
舎
跡
地
と
茎
崎
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
、
区

会
運
営
の
状
況
、
３
年
に
亘
っ
て
活
躍
さ
れ
た
宮
澤
副

会
長
退
任
ご
挨
拶
、
南
場
さ
ん
の
手
ま
り
作
成
等
を
掲

載
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
３
回
の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
２
回
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
放
さ
れ
３
回
発
行
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）

＜庁舎跡地＞

＜茎崎窓口センター＞
＜製作中の筆者＞

＜文化祭展示作品＞
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の
活
動
は
難
し
く
、
近
隣
地
区
と
合
同
で
の
開
催
と
安
心

・

安
全
を
ど
う
守
る
か
と
い
う
広
域
的
な
取
り
組
み
も
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

茎
崎
地
区
全
体
を
見
る
と
、
小
中
学
生
の
登
下
校
の
見
守

り
や
挨
拶
運
動
は
活
発
で
、
特
に
小
学
生
に
対
し
て
は
、
学

校
か
ら
地
域
間
を
付
き
添
い
で
安
全
確
保
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
「
個
人
」
や
「
団
体
」
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
学
校
や

地
域
、
諸
団
体
と
連
携
し
て
保
護
者
を
含
め
た
活
動
も
始
め

て
い
る
。

２
年
後
に
学
校
に
導
入
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」

な
ど
、
地
域
の
役
割
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
子
ど
も

会
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
「
つ
く
ば
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
」
や
「
茨
城
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
」
が
、
市

町
村
の
行
政
担
当
者
を
集
め
て
行
わ
れ
る
研
修
会
な
ど
も
、

広
く
地
域
か
ら
参
加
で
き
る
仕
組
み
や
、
そ
の
話
し
合
い
で
得

ら
れ
た
情
報
の
開
示
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ⅲ
．
一
方
、
地
域
内
で
の
現
状
を
見
る
と
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
が
目
立
ち
、
茎
崎
地
区
で
も
被
害
者
が
出
て

い
る
。
手
口
は
「
医
療
費
な
ど
が
戻
る
」
と
偽
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
さ
せ
る
も
の
、
警
察
官
を
装
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に

使
わ
れ
た
な
ど
と
偽
り
、
被
害
者
宅
か
ら
カ
ー
ド
を
す
り
替

え
て
盗
む
手
口
な
ど
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
事
実
で
な
い
情
報
を
名
指
し
で
地
域
内
を
回
覧
す

る
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
も
出
て
き
て
い
る
。

今
般
、
国
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
行
為
を
防
止
す
る
た

め
侮
辱
罪
の
改
正

（
令
和
４
年
７
月
７
日
㈭
か
ら
施
行
）
を

行
い
厳
罰
化
し
て
対
処
す
る
と
し
て
い
る
。

区
会
運
営
の
状
況
に
つ
い
て

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
顧
問  

稲
川
　
誠
一

Ⅰ
．
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会

（
事
務
局
：
つ
く
ば
市
市
民
部

市
民
活
動
課
）
は
、
区
会
運
営
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
た
。

茎
崎
地
区
は
４０
区
会
中
、
３７
区
会
か
ら
回
答(

９２
．
５
％)

が
あ
り
、
総
じ
て
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

主
な
内
容
は
、
地
区
周
辺
の
清
掃
に
始
ま
り
、
夏
祭
り
、
安
心
・

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
消
防
や
防
災
訓
練
、
各
種
活
動
団
体
と

の
連
携
な
ど
で
あ
る
。
一
方
で
単
区
会
が
抱
え
る
困
り
ご
と

と
し
て
、
高
齢
化
に
よ
る
退
会
者
の
増
加
、
役
員
の
な
り
手

不
足
、
新
規
自
治
会
加
入
の
減
少
、
ご
み
の
扱
い
、
空
き
家

問
題
、
入
会
金
な
ど
多
く
の
課
題
が
出
さ
れ
た
。

つ
く
ば
市
か
ら
の
回
覧
配
布
業
務
も
、
そ
の
業
務
の
対
価

と
し
て
得
ら
れ
て
い
る
業
務
委
託
料
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
役

員
手
当
に
充
当
し
て
い
る
区
会
が
多
く
、
次
い
で
区
会
の
活
動

費
、
積
立
、
集
会
所
の
補
修
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
将
来
は
、

電
子
回
覧
な
ど
に
切
り
替
え
て
、
迅
速
か
つ
効
率
化
を
目
指

す
試
み
も
実
証
実
験
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
茎
崎
地
区
区
会
連
合

会
で
は
、
毎
年
約
７０
％
～
８０
％
の
区
長
が
、
新
旧
交
代
す
る

状
況
に
鑑
み
、
総
会
後
の
役
員
会
議
で
、
身
近
な
諸
問
題
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
単
区
会
の
問
題

（
課
題
）
を
開
示
し
、

解
決
に
向
け
て
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
の
期
待
か
ら
、
つ
く
ば
市

市
民
部
市
民
活
動
課
、
茎
崎
相
談
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
南
支
部

（
茎
崎
圏
域
）
の
皆
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
頂
き
、

令
和
４
年
６
月
４
日
㈯
「
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
」
、
令
和
４
年

１０
月
１６
日(

日)

「
茎
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
」
の
２
回
に
わ
た
り

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
に
は
、
つ
く
ば
市
区
会

連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
と
新
聞
社
が
全
国
か
ら
ア
ン
ケ
ー

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
研
修
会
・
懇
親
会
報
告

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
倉
本
　
茂
樹

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
は
、
今
年
度
の
研
修
事
業
と
し

て
令
和
４
年
１２
月
６
日
㈫
午
後
、
区
長
１４
名
が
参
加
し
「
防

災
科
学
技
術
研
究
所
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
お
食
事
処
「
か
つ
ら
」
に
お
い
て
有

志
に
よ
る
意
見
交
換
会

・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

〇
防
災
科
学
技
術
研
究
所

防
災
科
学
技
術
研
究
所
は
、
防
災
に
関
す
る
科
学
技
術

の
研
究
を
行
う
文
部
科
学
省
所
管
の
国
立
研
究
開
発
法
人

で
、
昭
和
３８
年
４
月
、
当
時
の
科
学
技
術
庁
の
付
属
機
関

と
し
て
東
京
に
設
立
し
ま
し
た
。
昭
和
４９
年
３
月
「
大
型

降
雨
実
験
施
設
」
が
つ
く
ば
市
に
開
設
し
、
昭
和
５８
年
４

月
に
つ
く
ば
市
に
移
転
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

最
初
に
、
本
館
で
研
究
所
の
概
要
ビ
デ
オ
に
よ
る
説
明

を
受
け
た
後
、
屋
外
の
「
大
型
耐
震
実
験
施
設
」
及
び
「
大

型
降
雨
実
験
施
設
」
を
見
学
し
、
本
館
に
戻
っ
て
、
希
望

者
数
名
が
「
地
震
ザ
ブ
ト
ン
」
に
よ
り
、
我
が
国
で
こ
れ
ま

で
発
生
し
た
各
地
の
地
震
を
体
験
し
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
懇
親
会
会
場
に
お
い
て
、
小
原
会
長

か
ら
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
と
要
望
内
容
」
や
「
つ

く
ば
市
の
水
道
設
備
の

現
状
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
参
加
の
各
区

長
か
ら
、
区
会
の
現
状

報
告
と
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

和
や
か
に
懇
親
を
深
め

て
散
会
し
ま
し
た
。

ト
を
行
っ
た
「
ど
う
す
る
自
治
会
」
６
回
シ
リ
ー
ズ
と
「
自

治
会
は
今
」
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
記
事
も
参
考
資
料
と
し
て
提

示
さ
れ
た
。

第
１
回
目
：
議
事
と
し
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
意
見
交

換
さ
れ
た
。

① 

地
区
会
費
、
入
会
金
、
協

賛
金
、
各
種
の
募
金
活
動

・

徴
収
方
法

②
催
事
の
災
害
保
険
の
付
保

③ 

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
、 

退
会
申
し
出
な
ど
の
対
策
等

④
ゴ
ミ
の
取
り
扱
い

⑤
葦
焼(

あ
し
や
き)

実
施

⑥
危
険
な
道
路
や
通
学
路

⑦
空
き
家 

第
２
回
目
：
議
事
と
し
て
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
意
見
交

換
さ
れ
た
。

① 
区
会
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
検
証
　
困
っ
て
い
る
こ
と
、
課
題
な
ど
ヘ
の
検
証

② 

そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
た
。

２
回
の
情
報
交
換
会
を
終
え
た

後
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
、
習
わ
し
が
あ
り
、
簡
単

に
は
変
え
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る

も
の
の
何
と
か
改
善
し
て
い
こ
う
と

「
話
し
合
い
の
場
」
が
持
た
れ
て
い

る
こ
と
は
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
　

「
市
長
・
区
長
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
」
報
告

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
会
長
　
小
原
　
正
彦

　
　
３
年
振
り
に
、
令
和
５
年
１
月
２６
日
㈭
午
後
、
イ
ー

ア
ス
つ
く
ば
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
」
で
出
席
者
は
、

つ
く
ば
市
か
ら
五
十
嵐
市
長
の
ほ
か
、
数
名
の
市
民
部

市
民
活
動
課
職
員
及
び
茎
崎
地
区
等
６
名
の
相
談
セ
ン

タ
ー
所
長
、
そ
し
て
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会
飯
田
会
長

ほ
か
２７
名
の
役
員
で
し
た
。

最
初
に
、
谷
田
部
地
区
か
ら
「
自
主
防
災
か
ら
始

め
る
地
域
活
性
化
」
、
桜
地
区
か
ら
「
桜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
課
題
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
す
る
事
例
発
表
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
五
十
嵐
市
長
か
ら
「
地
区
リ
ー
ダ
ー
の

資
質
」
や
「
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
区
会
活
動
」
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
過
日
各
区
会
に
資
料
の
配
布
が
あ
り
ま
し

た
が
市
長
か
ら
、
「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
働
き

方
労
働
者
協
同
組
合

（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
」
に
つ
い

て
の
説
明
の
他
、
来
年
度
の
「
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購

入
補
助
金
制
度
」
等
、
市
政
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

市
長
と
出
席
区
長
と
の
質
疑

・
応
答
に
移
り
、

①
空
き
家
対
策
②
通
学
路
の
安
全
対
策
③
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
④
新
団
地
の
集
会
所
等
に
つ
い
て
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を
前
提
と
し
た
茎
崎
地
区
の
子

ど
も
会

・
育
成
会
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
各
単
区
会
区

長
に
ご
協
力
を
頂
き
、
「
青
少
年
を
育
て
る
つ
く
ば
市
民

の
会
茎
崎
支
部
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
少
子
化
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
会
活

動
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
は
「
家

に
い
る
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
「
塾
や
お
け
い
こ
」

と
続
く
。

放
課
後
で
は
、
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
近
所

に
公
園
や
広
場
な
ど
安
全
な
場
所
が
あ
る
の
に
外
で
は

遊
ん
で
い
な
い
。
休
日
と
な
る
と
、
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
人
が
多
く
、
休
日
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
影
響
が
出

て
い
る
。

活
動
の
内
容
は
、
本
来
な
ら
外
に
出
て
自
然
の
環
境

で
遊
び
た
い
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
年
間
を
通
し
て
、

夏
ま
つ
り

（
花
火
大
会
）
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
餅
つ
き
）
、

卒
業
生
を
送
る
会

（
送
別
会
）
な
ど
季
節
の
行
事
に
合

わ
せ
て
「
お
楽
し
み
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
、

違
う
学
年
の
友
達
が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
茎
崎
地
区
の
２
つ
の
小
学
校
で
も
、
女
性
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
が
活
躍
し
て
お
り
、
女
性

・「
お
母
さ
ん
」
な

ら
で
は
の
き
め
細
か
い
と
こ
ろ
が
学
校
や
地
域
で
の
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
表
れ
て
好
評
を
得
て
い
る
。
今
回
の

調
査
で
は
９９
％
の
保
護
者

（
母
親
）
が
子
ど
も
会

・
育

成
会
の
会
長
に
な
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
運
営
に
横
の
連

絡
が
連
携
し
や
す
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
み
、
地
域
単
独
で

＜市長挨拶＞

＜事例発表＞

＜地震ザブトン体験＞
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の
活
動
は
難
し
く
、
近
隣
地
区
と
合
同
で
の
開
催
と
安
心

・

安
全
を
ど
う
守
る
か
と
い
う
広
域
的
な
取
り
組
み
も
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

茎
崎
地
区
全
体
を
見
る
と
、
小
中
学
生
の
登
下
校
の
見
守

り
や
挨
拶
運
動
は
活
発
で
、
特
に
小
学
生
に
対
し
て
は
、
学

校
か
ら
地
域
間
を
付
き
添
い
で
安
全
確
保
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
「
個
人
」
や
「
団
体
」
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
学
校
や

地
域
、
諸
団
体
と
連
携
し
て
保
護
者
を
含
め
た
活
動
も
始
め

て
い
る
。

２
年
後
に
学
校
に
導
入
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」

な
ど
、
地
域
の
役
割
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
子
ど
も

会
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
「
つ
く
ば
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
」
や
「
茨
城
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
」
が
、
市

町
村
の
行
政
担
当
者
を
集
め
て
行
わ
れ
る
研
修
会
な
ど
も
、

広
く
地
域
か
ら
参
加
で
き
る
仕
組
み
や
、
そ
の
話
し
合
い
で
得

ら
れ
た
情
報
の
開
示
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ⅲ
．
一
方
、
地
域
内
で
の
現
状
を
見
る
と
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
が
目
立
ち
、
茎
崎
地
区
で
も
被
害
者
が
出
て

い
る
。
手
口
は
「
医
療
費
な
ど
が
戻
る
」
と
偽
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
さ
せ
る
も
の
、
警
察
官
を
装
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に

使
わ
れ
た
な
ど
と
偽
り
、
被
害
者
宅
か
ら
カ
ー
ド
を
す
り
替

え
て
盗
む
手
口
な
ど
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
事
実
で
な
い
情
報
を
名
指
し
で
地
域
内
を
回
覧
す

る
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
も
出
て
き
て
い
る
。

今
般
、
国
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
行
為
を
防
止
す
る
た

め
侮
辱
罪
の
改
正

（
令
和
４
年
７
月
７
日
㈭
か
ら
施
行
）
を

行
い
厳
罰
化
し
て
対
処
す
る
と
し
て
い
る
。

区
会
運
営
の
状
況
に
つ
い
て

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
顧
問  

稲
川
　
誠
一

Ⅰ
．
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会

（
事
務
局
：
つ
く
ば
市
市
民
部

市
民
活
動
課
）
は
、
区
会
運
営
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
た
。

茎
崎
地
区
は
４０
区
会
中
、
３７
区
会
か
ら
回
答(

９２
．
５
％)

が
あ
り
、
総
じ
て
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

主
な
内
容
は
、
地
区
周
辺
の
清
掃
に
始
ま
り
、
夏
祭
り
、
安
心
・

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
消
防
や
防
災
訓
練
、
各
種
活
動
団
体
と

の
連
携
な
ど
で
あ
る
。
一
方
で
単
区
会
が
抱
え
る
困
り
ご
と

と
し
て
、
高
齢
化
に
よ
る
退
会
者
の
増
加
、
役
員
の
な
り
手

不
足
、
新
規
自
治
会
加
入
の
減
少
、
ご
み
の
扱
い
、
空
き
家

問
題
、
入
会
金
な
ど
多
く
の
課
題
が
出
さ
れ
た
。

つ
く
ば
市
か
ら
の
回
覧
配
布
業
務
も
、
そ
の
業
務
の
対
価

と
し
て
得
ら
れ
て
い
る
業
務
委
託
料
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
役

員
手
当
に
充
当
し
て
い
る
区
会
が
多
く
、
次
い
で
区
会
の
活
動

費
、
積
立
、
集
会
所
の
補
修
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
将
来
は
、

電
子
回
覧
な
ど
に
切
り
替
え
て
、
迅
速
か
つ
効
率
化
を
目
指

す
試
み
も
実
証
実
験
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
茎
崎
地
区
区
会
連
合

会
で
は
、
毎
年
約
７０
％
～
８０
％
の
区
長
が
、
新
旧
交
代
す
る

状
況
に
鑑
み
、
総
会
後
の
役
員
会
議
で
、
身
近
な
諸
問
題
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
単
区
会
の
問
題

（
課
題
）
を
開
示
し
、

解
決
に
向
け
て
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
の
期
待
か
ら
、
つ
く
ば
市

市
民
部
市
民
活
動
課
、
茎
崎
相
談
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
南
支
部

（
茎
崎
圏
域
）
の
皆
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
頂
き
、

令
和
４
年
６
月
４
日
㈯
「
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
」
、
令
和
４
年

１０
月
１６
日(

日)

「
茎
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
」
の
２
回
に
わ
た
り

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
に
は
、
つ
く
ば
市
区
会

連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
と
新
聞
社
が
全
国
か
ら
ア
ン
ケ
ー

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
研
修
会
・
懇
親
会
報
告

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
倉
本
　
茂
樹

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
は
、
今
年
度
の
研
修
事
業
と
し

て
令
和
４
年
１２
月
６
日
㈫
午
後
、
区
長
１４
名
が
参
加
し
「
防

災
科
学
技
術
研
究
所
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
お
食
事
処
「
か
つ
ら
」
に
お
い
て
有

志
に
よ
る
意
見
交
換
会

・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

〇
防
災
科
学
技
術
研
究
所

防
災
科
学
技
術
研
究
所
は
、
防
災
に
関
す
る
科
学
技
術

の
研
究
を
行
う
文
部
科
学
省
所
管
の
国
立
研
究
開
発
法
人

で
、
昭
和
３８
年
４
月
、
当
時
の
科
学
技
術
庁
の
付
属
機
関

と
し
て
東
京
に
設
立
し
ま
し
た
。
昭
和
４９
年
３
月
「
大
型

降
雨
実
験
施
設
」
が
つ
く
ば
市
に
開
設
し
、
昭
和
５８
年
４

月
に
つ
く
ば
市
に
移
転
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

最
初
に
、
本
館
で
研
究
所
の
概
要
ビ
デ
オ
に
よ
る
説
明

を
受
け
た
後
、
屋
外
の
「
大
型
耐
震
実
験
施
設
」
及
び
「
大

型
降
雨
実
験
施
設
」
を
見
学
し
、
本
館
に
戻
っ
て
、
希
望

者
数
名
が
「
地
震
ザ
ブ
ト
ン
」
に
よ
り
、
我
が
国
で
こ
れ
ま

で
発
生
し
た
各
地
の
地
震
を
体
験
し
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
懇
親
会
会
場
に
お
い
て
、
小
原
会
長

か
ら
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
と
要
望
内
容
」
や
「
つ

く
ば
市
の
水
道
設
備
の

現
状
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
参
加
の
各
区

長
か
ら
、
区
会
の
現
状

報
告
と
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

和
や
か
に
懇
親
を
深
め

て
散
会
し
ま
し
た
。

ト
を
行
っ
た
「
ど
う
す
る
自
治
会
」
６
回
シ
リ
ー
ズ
と
「
自

治
会
は
今
」
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
記
事
も
参
考
資
料
と
し
て
提

示
さ
れ
た
。

第
１
回
目
：
議
事
と
し
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
意
見
交

換
さ
れ
た
。

① 

地
区
会
費
、
入
会
金
、
協

賛
金
、
各
種
の
募
金
活
動

・

徴
収
方
法

②
催
事
の
災
害
保
険
の
付
保

③ 

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
、 

退
会
申
し
出
な
ど
の
対
策
等

④
ゴ
ミ
の
取
り
扱
い

⑤
葦
焼(

あ
し
や
き)

実
施

⑥
危
険
な
道
路
や
通
学
路

⑦
空
き
家 

第
２
回
目
：
議
事
と
し
て
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
意
見
交

換
さ
れ
た
。

① 

区
会
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
検
証
　
困
っ
て
い
る
こ
と
、
課
題
な
ど
ヘ
の
検
証

② 

そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
た
。

２
回
の
情
報
交
換
会
を
終
え
た

後
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
、
習
わ
し
が
あ
り
、
簡
単

に
は
変
え
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る

も
の
の
何
と
か
改
善
し
て
い
こ
う
と

「
話
し
合
い
の
場
」
が
持
た
れ
て
い

る
こ
と
は
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
　

「
市
長
・
区
長
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
」
報
告

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
会
長
　
小
原
　
正
彦

　
　
３
年
振
り
に
、
令
和
５
年
１
月
２６
日
㈭
午
後
、
イ
ー

ア
ス
つ
く
ば
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
」
で
出
席
者
は
、

つ
く
ば
市
か
ら
五
十
嵐
市
長
の
ほ
か
、
数
名
の
市
民
部

市
民
活
動
課
職
員
及
び
茎
崎
地
区
等
６
名
の
相
談
セ
ン

タ
ー
所
長
、
そ
し
て
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会
飯
田
会
長

ほ
か
２７
名
の
役
員
で
し
た
。

最
初
に
、
谷
田
部
地
区
か
ら
「
自
主
防
災
か
ら
始

め
る
地
域
活
性
化
」
、
桜
地
区
か
ら
「
桜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
課
題
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
す
る
事
例
発
表
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
五
十
嵐
市
長
か
ら
「
地
区
リ
ー
ダ
ー
の

資
質
」
や
「
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
区
会
活
動
」
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
過
日
各
区
会
に
資
料
の
配
布
が
あ
り
ま
し

た
が
市
長
か
ら
、
「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
働
き

方
労
働
者
協
同
組
合

（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
」
に
つ
い

て
の
説
明
の
他
、
来
年
度
の
「
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購

入
補
助
金
制
度
」
等
、
市
政
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

市
長
と
出
席
区
長
と
の
質
疑

・
応
答
に
移
り
、

①
空
き
家
対
策
②
通
学
路
の
安
全
対
策
③
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
④
新
団
地
の
集
会
所
等
に
つ
い
て
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を
前
提
と
し
た
茎
崎
地
区
の
子

ど
も
会

・
育
成
会
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
各
単
区
会
区

長
に
ご
協
力
を
頂
き
、
「
青
少
年
を
育
て
る
つ
く
ば
市
民

の
会
茎
崎
支
部
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
少
子
化
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
会
活

動
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
は
「
家

に
い
る
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
「
塾
や
お
け
い
こ
」

と
続
く
。

放
課
後
で
は
、
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
近
所

に
公
園
や
広
場
な
ど
安
全
な
場
所
が
あ
る
の
に
外
で
は

遊
ん
で
い
な
い
。
休
日
と
な
る
と
、
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
人
が
多
く
、
休
日
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
影
響
が
出

て
い
る
。

活
動
の
内
容
は
、
本
来
な
ら
外
に
出
て
自
然
の
環
境

で
遊
び
た
い
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
年
間
を
通
し
て
、

夏
ま
つ
り

（
花
火
大
会
）
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
餅
つ
き
）
、

卒
業
生
を
送
る
会

（
送
別
会
）
な
ど
季
節
の
行
事
に
合

わ
せ
て
「
お
楽
し
み
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
、

違
う
学
年
の
友
達
が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
茎
崎
地
区
の
２
つ
の
小
学
校
で
も
、
女
性
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
が
活
躍
し
て
お
り
、
女
性

・「
お
母
さ
ん
」
な

ら
で
は
の
き
め
細
か
い
と
こ
ろ
が
学
校
や
地
域
で
の
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
表
れ
て
好
評
を
得
て
い
る
。
今
回
の

調
査
で
は
９９
％
の
保
護
者

（
母
親
）
が
子
ど
も
会

・
育

成
会
の
会
長
に
な
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
運
営
に
横
の
連

絡
が
連
携
し
や
す
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
み
、
地
域
単
独
で

＜市長挨拶＞

＜事例発表＞

＜地震ザブトン体験＞
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区
会
連
合
会
の
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
宮
澤
　
正

　
私
が
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
の
副
会
長
に
任
命
さ
れ
た
の

は
、
令
和
２
年
４
月
で
し
た
。
同
年
初
頭
に
中
国
武
漢
地
方

で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
瞬
く
間
に
全
世
界
に
感

染
拡
大
し
、
世
間
を
一
変
さ
せ
た
時
期
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
と
し
て
市
当
局
か
ら
最
初
に
出
さ
れ
た
の
が
、
趣

味
や
集
会
に
対
す
る
活
動
制
限
と
公
共
施
設
の
利
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
活

動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
区
会
連
合
会

の
総
会
も
開
催
出
来
な
く
な
り
、
初
め
て
経
験
す
る
書
面
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
間
、
多
人
数
に
よ
る
会
議
や
集
会
は
自
粛
し
ま

し
た
が
、
連
合
会
と
し
て
の
活
動
を
停
止
し
た
訳
で
は
無
く
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
つ
つ
、
区

長
会
に
於
い
て
は
単
区
会
の
問
題
点
や
困
り
事
を
出
し
合
い
、

対
策
や
解
決
方
法
を
模
索
し
、
そ
の
幾
つ
か
は
問
題
解
決
に

繋
が
る
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
行
政
に
対
し
て

も
「
茎
崎
庁
舎
跡
地
利
用
に
関
す
る
要
望
書
」
を
取
り
ま
と

め
市
長
室
ま
で
出
向
き
直
接
市
長
へ
手
渡
し
た
り
、
所
謂
買

い
物
難
民
と
云
わ
れ
る
地
区
に
対
す
る
「
移
動
ス
ー
パ
ー
」
の

拡
充
要
望
や
「
茎
崎
地
区
路
線
バ
ス
実
証
実
験
に
関
す
る
要

望
」
等
行
政
当
局
に
対
し
て
数
々
の
要
望

・
提
言
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
私
が
強
く
印
象
に
残
る
の
が
茎
崎
庁
舎

跡
地
利
用
に
関
す
る
対
応
で
す
。
令
和
２
年
８
月
の
住
民
説

明
会
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
取
り
壊
し
た
跡
地
と
茎
崎
庁

舎
跡
地
と
を
一
体
と
し
た
再
開
発
計
画
で
し
た
が
、
令
和
４

年
６
月
に
は
庁
舎
跡
地
は
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
現
状
の
ま
ま
残

置
し
、
残
っ
た
一
部
に
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
、
保
健

セ
ン
タ
ー
は
取
り
壊
さ
ず
改
修
す
る
方
向
に
大
き
く
変
更
さ

茎
崎
庁
舎
跡
地
に
小
売
店
（
食
料
品
、

　
　
　
日
用
品
等
）
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
顧
問
　
　
中
嶋
　
修

　
令
和
５
年
オ
ー
プ
ン
予
定

・
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

・
駐
車
場
は
現
状
の

　
ま
ま
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

令和４年６月１０日地元説明会より

◎
小
売
店
（
食
料
品
、
日
用
品
等
）
を
整
備

　
　
運
営
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ
り
選
定

◎
土
地
（
約
２
，
７
０
０
㎡
）
は
賃
貸
借
と
す
る
。

（
要
望
と
し
て
）

・
地
元
農
産
物
を
直
売
で
き
る
よ
う
に
。

・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

　
　�

憩
い
の
場
、
集
え
る
場
、
飲
食
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
。

れ
ま
し
た
。
こ
の
様
に
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
に
関
し
て
は
、

茎
崎
庁
舎
が
解
体
さ
れ
た
平
成
２８
年
か
ら
幾
度
と
な
く
方

針
が
変
更
さ
れ
、
茎
崎
地
区
の
住
民
は
行
政
に
翻
弄
さ
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
合
会
と
し
て
は
こ
の
大
変

更
を
容
認
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
に
対
し
て
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
と
し
た
１５
項
目
の
具
体
的
な
要
望

を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
庁
舎
跡
地
の
一
部
に
は
、
令
和
５

年
晩
秋
の
開
店
に
向
け
て
、
食
料
品
を
４０
パ
ー
セ
ン
ト
置
く

こ
と
を
条
件
と
し
た
ウ
エ
ル
シ
ア
の
出
店
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
何
れ
に
し
て
も
こ
の
３
年
間
、
私
に
と
り
ま
し
て
人
生
最

良
の
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
、
又
こ
れ
ら
活
動
の
一
助

と
し
て
参
画
出
来
ま
し
た
事
は
、
単
区
会
の
区
長
を
は
じ
め

小
原
会
長
や
連
合
会
顧
問
の
皆
様
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
生
き
方
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑪

手
ま
り
の
作
成

森
の
里
　
　
　
南
場
　
順
子

　
私
と
手
ま
り
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
の
は
、
数
年
前
旅
先
の

宿
に
飾
っ
て
あ
っ
た
も
の
と
出
合
っ
た
時
か
ら
で
す
。
日
本
独

特
の
手
芸
で
そ
の
地
方
、
地
方
の
か
が
り
方

（
作
り
方
）
が

あ
る
そ
う
で
す
。
帰
宅
し
て
も
手
ま
り
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、

手
ま
り
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
教
室
通
い
を
始
め
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
若
い
方
、
ご
年
配
の
方
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
手

ま
り
を
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
手
ま
り
は
丸
い
球
体
面
に
糸
で
模
様
を
か
が
り
ま
す
。
手

ま
り
芯
、
土
台
作
り
か
ら
、
な
か
な
か
丸
く
な
ら
ず
苦
労

し
ま
す
が
、
慣
れ
る
と
次
第
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
次
が
地
割
線
作
り
で
、
土
台
ま
り
の
上
に
均
等
に
糸
を
渡

し
ま
す
。
こ
の
地
割
が
大
事
で
、
正
確
で
な
い
と
、
自
分
の

茎
崎
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）
は
、
こ
れ

か
ら
改
修
さ
れ
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
供
用
開
始
予
定

・�

従
来
の
保
健
事
業
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

・�

行
政
施
設
と
し
て
運

用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

令和４年１０月３１日意見交換会より

〈
市
民
利
用
施
設
と
し
て
の
運
用
〉

◎�

茎
崎
地
区
の
新
た
な
市
民
利
用
施
設
と
し
て
貸
出

さ
れ
ま
す
。

　
　
・
会
議
室
（
大
・
中
・
小
）

　
　
・
多
目
的
室
（
会
議
、
体
操
な
ど
）

　
　
・
調
理
室

　
　
・
和
室

◎�

飲
食
可
能
な
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
、
市
民

の
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

思
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
模
様

か
が
り
は
、
地
割
線
の
糸
を
す
く
い
な
が
ら
丸
い
球
体
面

に
糸
を
か
が
る
た
め
、
や
り
直
し
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、

自
分
の
思
う
模
様
が
で
き
る
と
喜
び
が
倍
に
な
り
ま
す
。

　
手
ま
り
に
は
沢
山
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
草
、
花
、
人
、

動
物
、
三
角
、
四
角
と
無
数
に
あ
り
ま
す
。 

　
私
の
住
む
団
地
で
は
、
秋
に
文
化
祭
が
あ
り
、
沢
山
の

力
作
が
集
ま
り
ま
す
。
私
が
作
っ
た
手
ま
り
は
、
飾
り

の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
る
他
、
来
場
の
お
子
さ
ん
達
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
最
近
日
本
各
地
の
民
芸

品
売
り
場
で
も
、
お
土
産
用
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
う
ま
く
行
か
な
く
て
も
諦
め
ず
、
一
針

一
針
心
を
込
め
て
自
分
ら
し
い
手
ま
り
作
り
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
今
号
は
、
茎
崎
地
区
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
茎
崎

庁
舎
跡
地
と
茎
崎
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
、
区

会
運
営
の
状
況
、
３
年
に
亘
っ
て
活
躍
さ
れ
た
宮
澤
副

会
長
退
任
ご
挨
拶
、
南
場
さ
ん
の
手
ま
り
作
成
等
を
掲

載
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
３
回
の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
２
回
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
放
さ
れ
３
回
発
行
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）

＜庁舎跡地＞

＜茎崎窓口センター＞
＜製作中の筆者＞

＜文化祭展示作品＞


